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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ATP結合カセット（ABC）トランスポータースーパーファミリーのメンバーです。ABCタンパク質は、細胞外膜および細胞内膜を介して様々な分子を輸送します。ABC遺伝子は7つの異なるサブファミリー（ABC1、MDR/TAP、MRP、ALD、OABP、GCN20、White）に分類されます。このタンパク質はWhiteサブファミリーのメンバーです。マクロファージのコレステロールおよびリン脂質輸送に関与し、他の細胞種における細胞脂質恒常性を調節している可能性があります。6つの選択的スプライスバリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年7月]、代替製品：追加のアイソフォームが存在するようです、疾患：タンジール病患者のマクロファージでは、対照群のマクロファージと比較して過剰発現しています。アテローム性動脈硬化性プラーク内の泡状マクロファージで発現しています。体外のマクロファージのコレステロール代謝およびアテローム性動脈硬化性プラークにおいて役割を果たす可能性がある。,機能：マクロファージの脂質恒常性に関与するトランスポーター。マクロファージ脂質輸出複合体の活性成分である。細胞内脂質輸送プロセスにも関与している可能性がある。細胞脂質恒常性における役割は、マクロファージに限定されない可能性がある。,誘導：コレステロール流入時に単球由来マクロファージで強く誘導される。逆に、mRNAおよびタンパク質の発現は脂質流出によって抑制される。誘導は肝臓X受容体/レチノイドX受容体（LXR/RXR）経路によって媒介される。細菌性リポ多糖（LPS）によっては誘導されない。ZNF202によって抑制される。,類似性：ABCトランスポーターファミリーに属します。 ABCG（ホワイト）サブファミリー。,類似性：1つのABC膜貫通型2ドメインを含む。,類似性：1つのABCトランスポータードメインを含む。,細胞内局在：主に小胞体（ER）とゴルジ膜に関連する細胞内区画に局在する。,サブユニット：ABCGサブファミリーのいくつかの異種パートナーとヘテロ二量体を形成することがある。,組織特異性：いくつかの組織で発現する。,
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	ABCG1ポリクローナル抗体を用いたK562細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

